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公立図書館の現場から 

 

秋山 直樹，江口 茂香，佐々木 強（豊島区立図書館） 

 

 

１．公立図書館とは 

（１）役割と使命について 

 その特徴を２点挙げます。 

 １点目は，赤ちゃんから高齢者までという幅広い利用者を対象としていることです。

その中には，様々な形で読書に障害のある方もいらっしゃいます。例えば，来館困難な

方には宅配サービスがありますし，視覚障害者のためのサービスとして，弱視の方向け

に大活字本を所蔵，さらに点字図書館が併設されています。豊島区立中央図書館で実習

される方は，点字図書館での実習も予定されています。 

 これだけ幅が広い利用者層ですから，様々なニーズがあります。その中から，限られ

た予算の中で，どのサービスを手厚くしていくかを，選択していくことになります。 

 もう１点は，図書館の方針・運営が区の方針・計画・施策と切り離せないということ

です。図書館が区政の中でどう位置づけられるのか，ミッションを背負うことにもなり

ます。本来業務以外に，例えば併設している集会室の管理など区の施設として提供して

いる区民サービスもあります。 

 

（２）新中央図書館の開館 

 豊島区の現区長，高野区長は，こちら立教大学の OB であり，池袋の西口で古書店を

経営されていました。 

 区長は，古書店主時代から，池袋を文化的要素が根付いた街というイメージに変えた

いという夢をもっていました。 

 そこで，区長に就任して，「文化によるまちづくり」を進めます。平成 14 年「豊島区

文化政策懇話会」が設置され，「豊島区の文化政策に関する宣言」が出されました。また，

平成 17年９月 22 日は区議会の全会一致により，「文化創造都市宣言」が発表され，平成

18年３月には，「文化芸術振興条例」を制定しています。そして，行政施策と文化施策を

緊密に連携させて展開するということから，文化商工部を設置し，教育委員会に属して

いた図書館を区長部局の文化商工部に移しました。 

 これらの流れの中で，「豊島区立中央図書館」と「豊島区立舞台芸術交流センター・あ

うるすぽっと」を，平成 19 年に再開発事業により誕生した「ライズアリーナビル」の中

に誕生させました。 

 図書館と劇場がひとつの建物の上下に併設されるケースは極めて珍しいです。その中

でともに，連携して豊島区の文化芸術創造と情報発信の拠点としての役割を担っていま

す。具体的には，劇場の演目に合わせて図書館で関連図書の展示をしたり，図書館にあ

る関連資料を劇場内のホワイエ（休憩室）に陳列展示したり，図書館が演出家の講演を

主催するなど緊密な連携活動が行われ，相乗効果をあげています。 

 こうした区の文化への取り組みが評価され，平成 20年度文化庁から「文化芸術創造都

市部門」の文化庁長官表彰をいただきました。 
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 以上のことを整理すると，贅沢な「箱モノ」ではなく，市民が中心となり進めるやり

方を選んでやってきた（＝協働の実践）。そのため，無駄な支出をすることなく施策を推

進できたということです。図書館もそうした動きの中で建設されました。 

 図書館は，区のこうした文化施策の中に位置づけられ，「文化創造」と「情報発信」と

いうミッションを持っています。新中央図書館は「東京中の面白い才能ある人々がやっ

てくるような，いろいろな人の往来する図書館を目指した」そうです。現在これを担っ

ている私たちはミッションの具体化，例えば蔵書計画を策定するなど，継続していく必

要があります。こちらは，図書館経営協議会において提言を頂く予定です。 

 新中央図書館開館後の動きですが，「図書館サミット」が平成 20年 11 月に開催。１日

目「あうるすぽっと」にて国立国会図書館館長長尾氏の基調講演，文字活字文化推進機

構会長福原氏のスピーチとシンポジウム。２日目「自由学園明日館」にて「図書館の新

しい役割」「本を作り送り出す人々と図書館」「図書館と地域社会とのつながり」という

３つの分科会と日本ペンクラブ会長阿刀田氏による講演。そして最後にマニフェストを

発表しました。これは，全国から特徴ある活動をしている図書館の長，作家，書店主，

読書人，出版編集，大学関係者などが一堂に会して意見を交換し，討論を交わすという

試みでした。こうしたものは，単発で終わらせず繰り返し行われてこそ意味があると思

いますが，残念ながら第２回が開かれたと聞いたことはありません。 

 今年は，豊島区ができて 80 年目にあたります。区政 80 周年事業として様々なイベン

ト等が予定されています。図書館では，「東京人」という雑誌で豊島区の特集号，「ぶら

り巣鴨」という本の刊行を予定しています。 

 今後の計画ですが，平成 27年には千早図書館が新たに建設される西部複合施設の中に

入ります。 

 

（３）豊島区立図書館の概要 

 豊島区立図書館は，中央図書館をはじめ，６つの地域館と１つの貸出コーナーで成り

立っています。当初は，常勤の職員で運営していましたが，平成 11年４月から「図書館

奉仕員（非常勤職員）」制度を開始しました。当時は，常勤職員 88名，非常勤職員 28名

でした。現在は，常勤職員 25 名，非常勤職員 63 名，その他 18名となっています。平成

21年からは「図書館運営専門員（非常勤職員）」制度を開始し，地域館からは，常勤職員

の館長はいなくなりました。 

 平成 15年度から窓口業務委託を導入し，現在雑司が谷図書貸出コーナーを含め８館全

てにおいて実施しています。因みに，指定管理者制度については，いまのところ導入予

定はありません。 

 以上で，「公立図書館とは」を終わります。 

 次に，豊島区立図書館での具体的な仕事についてお話します。 

 

 

２．「一般書」のサービスについて 

 中央図書館では，一般書・YA・児童書・視聴覚・予約の５つの担当に分かれて仕事をし

ています。地域館よりも職員数が多いため，担当数も多くなっています。 
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（１）図書館用語の基礎知識 

書   架：図書館の本棚のこと 

閉   架：図書館倉庫のこと 

禁 帯 資 料：貸出ができない，閲覧のみの資料のこと，持禁資料ともいう 

Ｙ   Ａ：ヤングアダルト 

取   次：本の問屋のこと，大手だと日販・東販・大阪屋等がある 

      ここから書店に本が納品される 

ブ ッ カ ー：資料を汚れから保護する透明な粘着カバーのこと 

ユニッカー：雑誌のカバーのこと 

曝   書：図書館の棚卸し，蔵書点検ともいう 

 

（２）図書館の資料について 

 図書館の資料の種類には，大きく分けて書籍・雑誌・視聴覚資料の３つがあります。 

 区によっては予算の都合上，視聴覚資料の新規購入を控えたり，同一資料の所蔵数を

制限する場合もあります。人気のタイトルには多くの予約が入りますが，それだけを購

入し続けていると，無料貸本屋と変わらなくなってしまいます。 

 利用者のニーズに応えるといっても，予算を全部予約本の購入に当てるわけにはいき

ません。また文芸書の収集だけが，図書館の役割でもありません。利用者のリクエスト

にこたえること・図書館としての資料収集に努めること，どちらに比重をおくべきか，

この問題はどこの図書館でも抱えており，これが正解という答えがない問題です。 

 では，豊島区ならではの資料収集について，お話したいと思います。 

 みなさん，図書館にあるマンガというと何を思いだしますか？ 

 『日本の歴史』・『サザエさん』・『手塚治虫』・『はだしのゲン』でしょうか？ 

 豊島区には，ときわ荘や横山光輝の光プロがあります。 

 そこで，ときわ荘に住んでいたマンガ家や横山光輝のコミックを積極的に収集してい

ます。中央図書館では，いつでも手にとって読むことができるように，これらのマンガ

は禁帯資料扱いにしています。光プロが近くにある千早図書館には，鉄人 28号の上半身

フィギュアがおいてあります。 

 子どもたちにコミックから本に親しんでもらう目的から，人気コミックも購入してい

ます。 

 実際に職場体験にくる中学生にアンケートを取ったところ，「アニメ化された作品は，

書籍・コミックともに読んでいる」と答える生徒が多いです。 

 各図書館ではテーマを決めて，それに沿った資料を収集し，郷土資料として本を集め

ています。 

 中央図書館のテーマは，落語・東京裁判・池袋モンパルナスです。落語は池袋西口に

池袋演芸場という寄席があること，東京裁判は中央図書館の近くにサンシャイン（旧巣

鴨刑務所）があるからです。 

 その他にも乙女ロードに関する資料も，地域資料として閉架にあります。 

 

（３）図書館に本が並ぶまでとその後 

 書店で見た本を図書館で貸りるのに，時間がかかるなと思ったことはありませんか？ 

 ここでは，書店に本が並んでから図書館に本が並ぶまでをお話したいと思います。 

 これも区によって違いがあるので，あくまで豊島区の場合です。 

 納品・選書・受入・装備という４つの段階を経て，図書館に本が並びます。 
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<納品> 

 火曜日に，取次から中央図書館に本が配送されます。これを「見計らい本」と言っ

ています。もちろん，出版された本の全部が来るわけではありません。 

 これとは別に，TRCから「週刊新刊全点案内」というカタログがきます。 

 これには，簡単な内容紹介・著者紹介も載っています。 

<選書> 

 一般書の選書ですが，毎週水曜日に豊島区の雑司ヶ谷貸出コーナーを除く図書館全

館の担当者が中央館に集まり，選書会議をします。 

 収集方針にそって，どの本を何冊，どこの館で受け入れるかを決めます。 

 見計らい本の現物は中央図書館にしかないので，他の図書館は「週刊新刊全点案内」

を参考にしながら，新聞の書評・TV・ネット情報・利用者からのリクエスト・書店で

実際の本を見ることもしながら，図書館に入れる本を選びます。TVや雑誌等で紹介さ

れると，すぐにリクエストが伸びるという傾向も見られます。 

 最近は実際に見計らい本がなく，カタログで購入する図書館も増えています。 

 豊島区のように，実際に本を手にとって検討できるのは，とても貴重です。 

 児童書の選書は，一般書の選書とかなり違います。１タイトルにつき４冊納品され

ます。 

 取次から納品後，中央図書館から各館に本が送られます。 

 各館の担当者が全ての本を読んで，レビュー（児童が読むのにふさわしい内容か・

あきらかな誤字・記述違いがないか・感想）を書いて木曜日の選書会議で検討します。

児童書は大人の本よりも，丁寧な選書をしています。また，一般書ほど冊数を制限し

ていません。これは多くの子どもたちに地元の図書館に親しんでもらいたい，また子

どもたちは移動距離が限られている場合があるという配慮も働いています。 

 YA資料の購入冊数も，児童書寄りの考え方をしています。 

<受入> 

 選書会議や注文して納品された資料にバーコード・IC タグを貼り，前日までに購入

した本の受入作業をします。そして，書架に並べるために分類記号をつけます。 

 現在豊島区では駒込・千早以外の館で，ICタグを導入しています。 

<装備> 

 受入が終わったら，利用者に貸出できるように準備をします。 

 具体的には，汚破損を防ぐためにブッカーかけをしたり，付属資料をつけたりします。 

 ブッカーの寿命は 20年程度といわれています。装備作業は専門の業者に委託してい

ます。 

 その後，ようやく利用者に提供できるようになります。このような段階をへて，資

料が図書館に並ぶまでには，本の発売後だいたい２週間ほどかかります。 

<補修・廃棄> 

 区立図書館では，購入した本をすべて保存しておくことはできません。 

 そこで情報が古くなったり，汚破損した資料は廃棄することになります。 

 受入に目が行きがちですが，廃棄も重要な仕事の１つです。最近，資料はデータで

ということが多いですが，現物を残しておくことも図書館の重要な使命の一つです。

特に，大事な地域資料である地図は，いろいろなところから取り寄せ，購入しなるべ

く取っておくようにします。 

 汚れたり，破けた資料をすぐに廃棄していては，本が少なくなるばかりです。そこ
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で補修を行います。しみぬきをする，アイロンをかける，補修専用テープでページ破

れを直すという簡単な作業から，本を一度解体して糸などを使って製本し直す等の大

掛かりな作業まであります。 

 

（４）企画・展示 

 １日あたり 3,000 人前後と来館者数の多い中央図書館では，PRの効果が期待できるの

で，区役所と協力した展示を定期的に行っています。 

 児童・YA はそれぞれの担当がテーマを決めて，ほぼ毎月展示替えをしています。 

 年に１回，４・５Ｆの展示スペースを全部使い，大ががりな地域展示を実施していま

す。今までに「小説の中の豊島区」として，ライトノベル「デュラララ!!」の展示，去

年の震災後は東北３県のアンテナショップの協力の元に「がんばれ，東北」の展示を行

いました。 

 現在は「豊島区ゆかりの作家」ということで「泡坂妻夫」展示を行っています。ミス

テリー作家の泡坂妻夫さんは平成９年に亡くなるまで，南大塚に住んでいらっしゃいま

した。今回はご家族のご厚意で，生原稿やスナップ写真，実際にお使いになっていたペ

ンケース・泉鏡花賞の受賞トロフィーも展示しています。 

 

（５）カウンター業務（レファンス業務） 

 豊島区では窓口を業務委託していますが，レファレンスカウンター（中央図書館のみ）

には職員が入っています。 

 参考図書とは別に，有料データベースを６種類ほど導入し，利用者の方の質問に答え

ています。最初から質問がはっきりしている利用者は，少数です。 

 「○○について調べたいのですが？」という質問がきたらどう答えますか？ 

 その事柄についてどの程度知りたいのか。例えば百科事典レベルの範囲か専門的なレ

ベルかでよいのか，その歴史についてなのか，似たような事例や本でもよいのか，質問

者本人もあやふやな場合もあります。質問は，より具体的に絞ると，希望する資料にた

どり着くのが早くなります。 

 利用者との会話のなかから，関係のありそうな単語やフレーズを聞き出しながら，質

問を絞り込み，回答までたどり着くケースがほとんどです。自館で答えられない場合は，

都立・国会図書館，その他の専門機関を紹介することもあります。レファレンスは回答

そのものを提示するわけではありません。人生相談・法律相談・美術品鑑定・医療相談・

宿題の答えそのものについての相談は受け付けられません。 

 情報の速度としては，ネット→雑誌→書籍の順になります。 

 特にネット情報は，正しいこともあれば，間違っていることも多いです。 

 図書館のレファレンスは，本で回答するが第一ですので，自館の蔵書内容を把握して

おくことも重要です。 

 そのため，普段からいろいろな情報に接したり，興味を持つことが大切です。 

 来館者の中には，外国人の利用者もいらっしゃいます。辞書を片手に，片言の英語で

やり取りしたこともありました。 

 最初は，誰でも初心者です。カウンターに出ているうちに，だんだん慣れてくるとい

うのが，私の経験から言えることです。 
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（６）図書館で働くということ 

 私の場合は非常勤職員として，豊島区で働いています。 

 一般公務員は人事異動によって図書館以外の場所で働くこともありますが，私は図書

館以外で働くことはありません。 

 司書資格をとろうと思ったのは，図書館に勤めようと考えてからのことで，みなさん

のように，学生時代に資格をとったわけではありません。 

 もともと本が好きでしたので，最初は書店員としてスタートし，その後図書館勤務と

いう選択をしました。 

 書店員と図書館員の違いは，情報に対するスタンスの違いかと思います。 

 書店は常に新しい情報を更新しています。だいたいの情報はデータ化されています。

そして，扱う本は新刊がメインです。その点，図書館は言い方は悪いのですが，多くの

利用者が手に取る資料がメインで，基本古本です。 

 そのこともあり，無料貸本屋と思われることが多いです。実際利用者から「カードを

作るのにいくらかかるか？」という質問を受けることもあります。 

 図書館は新しい情報だけでなく，古い資料の情報も求められ，様々な検索能力を求め

られます。もちろん，どちらがより大変ということはありません。「空手では帰らせない」

ということを，レファレンスの個人目標としています。また図書館に来ようと思っても

らいたいからです。 

 どういう人が図書館勤務に向いているかという質問を受けたりもします。 

 あくまで私見ですが，図書館は基本接客業です。もちろん，一番重要なのは本が好き

ということです。ただし，本を客観的に判断するということも必要です。自分がどんな

によいと思う本であっても，それを判断するのは利用者だからです。 

 レファレンス業務でもお話したように，利用者と会話をしながら進める業務が多いで

す。人と話すのが苦にならないことも重要だと思います。 

 曝書を行ったり，本を移動したりするので，かなり体力も使います。 

 その３点が図書館で働く上で重要なことだと，私は考えています。 

 

 

３．「児童・YA」のサービスについて 

 続いて，豊島区立図書館の仕事の中で，児童・YAサービスについて，お話します。 

 図書館での児童・YA サービスというと，子どもと本を結びつけること，子どもの読書活

動を推進していくことであり，私たちもその実現を目指して業務にとりくんでいます。 

 豊島区の場合は，平成 22 年３月に「豊島区子ども読書活動推進計画（第二次）」を策定

しておりまして，現在，この推進計画に基づいて，区立図書館が中心となり，家庭，学校，

関係機関との連携・協力をしながら，子どもの読書環境の整備を行っているところです。 

 豊島区立中央図書館は，この「児童が図書館と本に親しむための活動」が認められて，平

成24年度「子どもの読書活動優秀実践図書館」として，文部科学大臣表彰を受賞しました。 

 今回は，図書館実習の事前指導ということですので，皆さんが，実際に図書館実習に行

かれた際に，少しでも役に立つように，なるべく，豊島区立図書館での具体的な児童・YA

サービスの業務内容等についてのお話をしていきたいと思います。 

（１）豊島区における児童・YAサービスについて 

 一般的に，公立図書館であれば大体の図書館に児童向けの図書室や児童コーナー，ま

たは YAコーナーといった場所が整備してあり，そこに児童図書や YA 対象の図書を整備
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してあると思います。そして，児童用のスペースでは，児童用図書の書架スペースだけ

ではなく，おはなし会ができるようなスペースなどがある場合も多いと思います。 

 豊島区の区立図書館も，中央図書館，地域図書館で児童コーナー，YAコーナーが整備

されています。 

 そして図書館では，児童担当と YA担当がいて，それぞれ児童サービスと YA サービス

を担当しています。 

 豊島区の場合は，児童担当は専属で，YA担当は一般書担当と兼務しています。 

 他の自治体では，児童と YA を同じ担当で行うところもあるかと思います。 

 ただ，専属とは言いましたが，大きく図書館サービスを担当する係に含まれますので，

中央図書館の場合は，児童担当と YA 担当も一般書担当等他の担当と同様に，レファレ

ンスカウンターに入ったり，遅番の業務などを行った上で，それぞれの担当業務を行っ

ています。 

 児童サービスの対象は乳幼児（０歳）から小学生で，YA（ヤングアダルト）サービス

の対象は，中高生となります。 

 サービスの内容については，図書館にある児童コーナーや YA コーナーに置く本を選

ぶ選書があります。この選書を中心として，乳児，幼児，小学生，中学生といった各年

代向けのサービスを行っています。実習では，この児童選書会議についても見ていただ

きます。 

 そして，児童・YAサービスの特徴的な点といいますと，このサービスは図書館の中だ

けではなく，小学校，中学校，あるいは保健所といったような，区内の教育福祉施設に

向けたサービスを行ったり，そういった施設と連携を行ったりしている点をあげること

ができます。 

 

（２）団体向けサービス 

 団体向けサービスとしては，まず，団体登録というものがあります。団体登録により

団体向け利用カードの発行を行い，これにより団体貸出として，最高 100 冊までの資料

を，４週間貸出することができます。 

 一般的な個人の図書カードでの貸出は，図書 15 冊で貸出期間が 15 日間なので，団体

登録により，一度に大量の図書を長期間貸出することができます。 

 これは，対象が豊島区内の学校や福祉施設（０歳から 18歳が対象）になり，具体的に

は，小中学校などや幼稚園，保育園の登録，利用が多いです。 

 この団体貸出については，実際に学校の先生など団体登録をしている人が図書館に来

て，必要な冊数を借りていくとうこともありますが，レファレンス貸し出しと言って，

図書館が，調べ学習やテーマに沿った資料を集める手伝いをするものもあります。 

 これは，団体貸出の申込書に書かれたテーマをもとに，児童や YA 担当職員が図書館

の中から本を集めて，依頼のあった学校に送るサービスです。 

 また，豊島区では，小・中学校での調べ学習の支援を目的として，テーマ別で作成し

た本のセット（「団体貸出セット」で１セット 40 冊程度）を専用コンテナで作成してい

ます。これは，学校の単元に応じて，「バリアフリー」「大豆」等，校外学習や修学旅行

の事前学習のためのテーマとして「秩父」「日光」等があり，このような団体貸出セット

での貸出も行っています。 

 そして，この団体貸出セットの運搬のために，区立図書館と，区立小中学校，幼稚園

との間には，としょねっと便という物流便を週２回運行しており，団体貸出の本を専用
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コンテナで配送しています。 

 実は，このとしょねっと便は区立図書館と区立小中学校，幼稚園の間だけではなく，

立教大学をはじめ区内６大学との間も結んでいます。区立図書館と６大学の図書館との

間でも，このとしょねっと便で図書の運搬等を行っています。 

 その他の団体向けサービスの主なものとしては，児童担当では学校訪問，学級招待が

あります。 

 学校訪問は，図書館職員が学校からの依頼に応じて学校に出向いて，サービスを行う

ことです。具体的には，学校でおはなし会やブックトークやあるいは図書館の利用案内

などを行ってます。 

 学級招待では，学校のクラスを図書館に招いて，図書館でサービスを行います。内容は，

学校訪問と同じようにおはなし会やブックトーク，図書館の利用案内等を行いますが，図

書館に来館するので，図書館の施設見学を行ったりもします。昨年の例では，豊島区の中

央図書館での図書館実習で，児童担当の学校訪問の見学を行ったりもしています。 

 以上のような団体サービスですが，一般的に，児童担当が幼稚園，小学校，保育園を，

YA担当が中学校を担当しています。 

 

（３）具体的な業務（児童） 

 児童の場合は，いろいろな行事関係を行っていることがあげられます。 

 その中で，まずおはなし会を挙げることができます。 

 中央図書館では，毎週日曜日午後２時から定期的におはなし会を行っています。この

おはなし会は大体３歳から小学校低学年向きのものを行っておりまして，内容も，絵本

や紙芝居などを読んだり，また手遊び歌等を行ったりしています。 

 また，中央図書館では，この他に，毎月第一日曜日には，おはなし工作会として，お

はなし会に簡単な工作を加えたものを行ったり，毎月最終日曜日には，通常のおはなし

会に加えて，午前 11 時から０歳児から２歳児を対象とする「赤ちゃんおはなし会」も実

施しています。 

 そして，特別な日，例えば冬のおはなし会（クリスマスの時期）や春の子ども読書の日

や秋の文字活字文化の日などには，いつものおはなし会とは違って，大きな絵本（ビッグ

ブック）やパネルシアターを使ったりといった，スペシャルおはなし会を実施しています。 

 こういったおはなし会は，利用者，児童と直接コミュニケーションがとれる場所であ

り，今の子どもたちを知る上でも貴重な時間でもあります。 

 そして，このおはなし会での子どもたちの反応を次の選書に役立てたり，また，図書

館の児童書のコーナーでそのまま置いているとあまり貸出のない本を，おはなし会で読

むことによって，そのような本を子どもたちに伝えるといった役目もあります。 

 豊島区の中央図書館での実習でも，実際におはなし会に参加してもらっています。本

（絵本になると思いますが）を選んで，読む練習を行って，本番で子どもたちを前にし

て読んでもらっています。 

 また，おはなし会の時に渡すプログラムもあるのですが，これも職員が手作りで作っ

てますので，このプログラムの作成も，一緒に行ってもらったりしています。 

 その他の行事としては，保健所との共催事業があります。 

 これは，保健所が行う赤ちゃんが生まれる前の「これからママやパパになる人向けの

両親学級」や赤ちゃんが生まれた後の「赤ちゃんの１歳６か月健診」に図書館から出向

いて行って，両親学級では，０歳からの読み聞かせについての説明や図書館の PRを行い，
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１歳６か月健診では，検診の待ち時間，スペースを利用して読み聞かせの実演や図書館

PRなどを行っています。 

 この保健所共催事業につきましても，以前の図書館実習で，実習生の方にも参加して

いただいたことがあります。 

 この他に行っているものとしては，各年代向けのブックリストの作成して，図書館内

に配置したり，各施設に配付しています。 

 また，「子どもの読書に関する講習会」といって，豊島区内の教育・福祉施設などで読

み聞かせボランティアをしている方や，関心のある豊島区民にむけて，年２回の講習会

を実施しています。 

 この他にもいろいろな事業がありますが，この他に豊島区立中図書館の特色のある事

業を２つ紹介します。 

 １つは，図書館タンテイです。これは，夏休みの時期に行っているイベントです。児

童が，図書館の児童コーナーのたくさんの本の中から，答えを探すクイズに挑戦して，

正解者には認定証が授与されます。 

 これは，「豊島区子ども読書活動推進計画（第二次）」に基づき，平成 23年７月の終わ

りに豊島区立図書館全館で実施しました。期間は約１週間程度だったのですが，全体で

427名，中央図書館だけで 229名の参加がありました。今年も夏休みに実施予定です。 

 あと一つは，ボランティア人材バンクという事業です。これは，中央図書館でボラン

ティア養成講座を実施し，読み聞かせボランティアを育成して，ボランティア人材バン

クに登録します。そして区内子ども施設からの依頼に応じて，読み聞かせボランティア

の斡旋，派遣を行っています。そして活動について，中央図書館の児童担当職員がコー

ディネイトを行っています。 

 これも，「豊島区子ども読書活動推進計画（第二次）」に基づき，昨年（平成 23 年度）

より実施したもので，昨年度（平成 23年度）の実績としましては，18名の登録ボランテ

ィで活動を行い，延べ 31 か所の区内子ども施設に延べ 90 名の読み聞かせボランティア

を派遣しました。 

 今年度（平成 24年度）も，新たに 20 名の読み聞かせボランティアを養成中です。 

 以上が児童サービスの代表的なものとなります。 

 

（４）具体的な業務（YA） 

 YA 担当は一般書担当と兼務していますが，YA 担当として，選書を行い，中学校向け

の団体サービスを行っています。 

 この他に YA サービスについての具体的な業務では，図書館実習との関係でいうと，

中央図書館で実際にやっていただくこととしては，「ポップ作成」というのがあります。 

 これは，YA の特集棚で，本の紹介のポップを作っていただくことです。 

 中央図書館では，２か月に一度 YA の特集棚を更新してまして，そこに，書いてもら

ったポップを展示しています。 

 また YAでは，豊島区の図書館ホームページの中の YA のページで，毎月おすすめ本を

更新しています。 

 また YA 担当のサービスとしましては，中学生の職場体験の受け入れや，職場インタ

ビューでの図書館の質問に答えるものがあります。 

 大雑把ではありますが，豊島区立図書館の児童・YAサービスについてお話させていた

だきましたが，図書館の業務は，一般書，児童，YA 等すべてサービス業務になります。
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利用者の求めるものにいかに答えていくか，いかに提供していくかというのも大事だと

思います。 

 

 

４．実習に当たって 

① 実習前 

 事前に実習館の概要を調べること。場所が近くなら，一度訪れて，利用者の視点から

見てみることをお勧めします。施設，サービス，接遇の様子などの実態をみて，問題点・

疑問点などを整理しておいてください。問題点・疑問点については，実習中に解決でき

ることもあるだろうし，最後まで分からなければ直接聞いてみましょう。実は，実習し

ているうちに「図書館としてはそんなものだよな」と自ら納得してしまうかもしれませ

ん。こうしたことが無いように，常に利用者の視点・目線を意識して仕事することが大

切です。 

 以外と大事なことが，服装についての確認です。特に，初日就活用のスーツを着てい

く必要はありません。逆に，ラフになりすぎずに。 

② 実習中 

 これをやってみたいという，具体的な関心を持っておくこと。館によっては，やって

みたい事を聞いてくれて，かなえてくれるかもしれない。また，実習中は疑問があった

ら質問してもらうと私たちはうれしいものです。質問はありますかと聞いて，別にあり

ませんと応えられるほど力が抜けることはないので。 

 質問をしてもらえれば，指導する側も踏み込んで，詳細に説明をしてくれると思いま

す。積極的に取り組んで下さい。 

③ 実習後 

 再度訪れてみて，実習前とイメージが変わったかどうか確認してください。また，他

の実習生と意見交換したり，異なるタイプの館（指定管理館等）を訪れてみたりして，

違いをみつけてみるのも面白いです。 

④ その他 

 図書館職員の内，常勤の多くは，司書資格もなく何も知識がない状態で配属されて業

務を行います。皆さまの場合は，基本的な知識はあるので，ぜひ自信を持って臨んでい

ただきたい。 

 実習は，利用者の声に触れることができる貴重な体験だと思います。様々なニーズの

一端でも捉えていただければと思います。有意義な実習となるよう，我々を使い倒して

ください。 

 図書館のスタッフ，利用者といった生身の人との関わりが生じます。頭ではわかって

いても，それを伝える事の難しさ等もあると思います。短い期間ですから解決はできな

いかもしれませんが，それを感じてもらえばと思います。皆さんが社会に出てから少し

でも役に立ててもらえるよう，われわれも全力でサポートします。 

 最後に，期間中体調管理はしっかりお願いします。では，秋にお会いしましょう。 


